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ギリシャ語ーリュキア語名調に現れる母音交代と

鼻母音化について一一人名・地名を素材として一一

松川陽平

。
古代小アジアにはギリシャ語の固有名詞(人名・地名)が残され、その名称が

小アジアの各言語に転写されている 1。本稿で扱う印欧アナトリア諸語に属す

るリュキア語(Lycian)もそのような言語の一つで、多くのギリシャ語名がリュキ

ア語に転写されている 2。そのようなギリシャ語資料は、現存する資料自体が

少ない小アジアの各言語の音韻論・文法を記述する上で非常に有益である。本

稿では共時的音韻論を議論するが、一つは、リュキアに残る「リュキア語.ギリ

シャ語.アラム語併記碑文」の中でリュキア語名がギリシャ語に転写される際、

どのような母音対応・交代があり、どのような条件の下でその交代が行われる

のかを指摘する。もう一つは、リュキア語に転写されたギリシャ人名・地名を

使って、リュキア語の共時的な鼻母音化現象を記述してみたい。

E 

1 

1.1 

H吋nal(1995:11)は、リュキア語ーギリシャ語・アラム語の併記碑文において 3、

リュキア人名がギリシャ誇式に直接転写される以下の例を引用し、リュキア語

の母音が実際の綴りより広母音化されて発音されていたのではないかと考えて

いる七

lyk. <巴〉→griech.<α>:PubiJeleje→ IIustgA.llC5 

Purihimetehe→IIUplμα司包

lyk. <u>→griech. <0>: !!rtaq討ah五→QptU1C1.C

lyk. <i>→griech.くE>:Mizu→Mgcroc 
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しかし、併記碑文に現れるリュキア人名が元々少ないが、 H司jnalは上記の例

でしか広母音化を議論していない。そして、以下で検討するように、単純にギ

リシャ語表記からリュキア語の広母音化を想定することはできない。

1.2 

先ず、併記碑文においてリュキア人名中の母音/i/がギリシャ語で/e/で転写さ

れる場合を考えてみたい。リュキア語/iI>ギリシャ語/e/の例は、 Hajnalの上記

の例も含めて、 4例存在する。

(1) Erttimeli > l¥p'tIDlT]A.tV 

(2) lkkwemi > l;vouoμ1C 

(3) Mizu > M!;O"oc 

(4) Zisqqa > L!;I田町

ところが、以下のようにリュキア語人名の/iIがギリシヤ語でも/iIで転写され

ている人名が8例ある。

(5) Eseimiia > Llμ主1c6

(6)加旬〉仰向

(7) Mahanepiiemi > Mavw即時

(8) Pubieleje > I1us1UA.T]c 

(9) Purihimetehe > I1uP!ματ'lc 

(10) Sbikaza> L7t!yll!σα 

(11) Sse凶e>LU1C!α

(12) Urtaqii泊五>OpτIl1q叫

したがって、ギリシャ語の転写によってリュキア語の広母音化を証明するの

は困難であり、何らかの音韻/音声的な条件の下で/iIが/e/(こ変化しているものと

考えられる。

1.3 

どのような条件の下で/同;/e/(こ交代しているのかを考えるため、前節(1)から

(4)の下線部の母音に後続している母音に注目する。 (1)Ertt!m!;.li > l¥p'tID1U:λ，tVで
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は、波線のリュキア語の/巴/がギリシャ語で/e/に変化して、直前の母音/i/が/e/に

変わっている。 (2)Ikkw!;mi > livouQμtcでは、波線のリュキア語/e/がギリシャ語

で/0/に変化して、 /iIが/e/と交代している。 (3)Mizy > M~crQç においては、リュキ

ア語の/UIがギリシャ語の/0/になって、その前の母音/iIが/e/Iこ変わっている。 (4)

Zisqqa> ~~σKmç では、波線のリュキア語の母音/a/が/δ/に変化して、直前の母音

も/iIから/e/に変わっている。今の母音変化をまとめると、リュキア語の/iIは、

ギリシャ語の/e.んねん /δ/の前で、 /e/に変化する 7 音韻論的には、リュキア語の

高母音/iIは、ギリシャ語の中母音氾/./0/. /δ/の前で、ギリシャ語の中母音/e/にな

ると言え、ウムラウト(Umlaut)によって引き起こされたものと考えられる。

1.4 

一方、リュキア語/iI>ギリシャ語/i/の場合、例(5)から(12)において、ギリシ

ヤ語の/iIに後続している母音が低母音/a/か高母音/iIである。すなわち、 (5)

Eseimija > ~lμ民， (6) 1χ陶>Iktw;， (10) Sbikaza > ~πmσα， (12) Urtaq出凶〉

OpταKJ!Cl ではリュキア語/a/がギリシャ語でも/a/で、直前の母音/iIはギリシャ語

で/e/に変化しない。 (8)Pubkleje > IIus叫恥(11)Ssep出>~wt!!l..では、リュキア

語の/巴/がギリシャ語で/a/に変化しているが、直前の母音はリュキア語でもギリ

シャ語でも/i/のままである。 (7)Mahanepij!;mi > MavamJlぉ， (9) Puri.1timetehe > 

IIup!μg訂lCでは、それぞれ/je/とIhilという音節が脱落しているが、 (7)ではギリシ

ャ語の高母音/i/と(9)では低母音/a/の前で/iIが保持されている。音韻論的には、

リュキア語の高母音/i/は、ギリシャ語の高母音/i/と低母音/a/の前で、ギリシヤ

語において保持されると考えられるえ

2 

2.1 

Hajnalは、前述のように、リュキア語の母音/UIがギリ、ンャ語で/0/1こ変化する

と述べている。 Hajnalの示した例も含めて、そのような変化を起こしている人

名は併記碑文のなかで5例存在する。
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(17)口氏aqijahII>Qpτm同

ここで注意しなければならないのが、リュキア語には母音/0/が存在しないこ

とであるた例えぽ、ギリシャ人名がリュキア語に転写される場合、基本的に

ギリシャ語の/0/はリュキア語の/u/で対応する 10

(18) i¥O'rlvuy金P叫 -Tenegyre

(19) i¥坦MrovWl]c-pylenjda 

(20)低限KAE1.O田-Ntem凱lida

(21) 'EA7tQu同-Elpyweti 

(22)Ep凶lCQtac-Erma'盟国

(23)1ητPQlCAl]c -Ijetryxle 

(24) KEVdEsQPα-xntab旦ra

(25) Kgπp1AtC-K旦prlle/i-

(26)MQuχ同 -MysXχa

(27) QI尻町c-盟国ei

(28)kτgλic-St包leh

このようなギリシャ語/0/-リュキア語/u/の関係があるため、りュキア語から

ギリシャ語へ転写される際にも、リュキア語/UIに対してギリシヤ語/0/が無標

(default)の母音として選ばれると、当初考えていた。しかし以下の2例のように、

リュキア人名をギリ、ンャ語に転写する際に、リュキア語/UIがギりシャ語/U/Iこ対

応することがある。

(29)P旦.bielり巴>n笠sUlAl]c
(30) Pyrihimetehe > n:山中間lC

したがって、この場合もある音韻/音声的な条件の下で/u/が/0/1こ変化している

ものと考えられる。

2.2 

前節で示したリュキア語/u/>ギリシャ語/0/の変化は、例(13)から(17)におい

て、常にギリシャ語の母音/a/(くリュキア語/a/)の直前で起こっている。すなわち、
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(13) M由>MQAQ， (14) Q五旬ahaha> KovOQPlXcrtC， (15)胆 W;!吋e> K，盟ro，(16) 

旭d呈ra>KQol!p同，(17) llrtaq討油五>Qpτl!KUlCというように。

しかし、リュキア語の/u!がギリシャ語でも/u!になるのは、ギリ、ンャ語の母音

/ν(<リュキア語/iI)の直前である:(29) P.!!biel伊 >IT叫taAT¥c，(30) P.!!rihimetehe > 

I1!!Plμα吋号。

そのため、リュキア語/u!> ギリシャ語/0/1こなるのはギリシャ語の低母音/a/

の直前であり、 /u!のまま変化しないのは高母音/iIの前である。音韻論的に言い

換えると、リュキア語/u!> ギリシャ語/0/の交代はギリシャ語の後続低母音/a/

の影響、すなわちウムラウトの結果、引き起こされたと考えられる。

3 

リュキア人名中の母音/e/はギリシャ語で/a/Iこ転写されるとH司jnalは述べてい

る。Hajnalが引用した2例も含めて、併記碑文では以下の5例においてその母

音交代を見ることができる。

(31) Erttimeli >主P時間入w

(32) MahanEJijemi > M町割問

(33) Pubilelrie >日時tgAnc

(34) Purihim皇t~he> I1UpI阻τ:nc
(35) SSleP抱>Ll!1唾

一方で、リュキア語/e/がギリシャ語で/e/または/0/に交代することが3例ある。
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リュキア語の/巴/がギリ、ンャ語で、/がに交代するのは、ギリシャ語の/e/(くリュキ

ア語:/iI(31))、/i/(くリュキア語刈(32)，(35))、/e/(くリュキア語:危/(33)， (34))の直

前である。

リュキア語の/e/が/e/になるのは、ギリシャ語の/0/(くりュキア語:/a/(36))、/iIく

リュキア語:/i/(37))の直前である。

また、リュキア語の/巴/が/0/になるのは、ギリシャ語の/iI(くリュキア語:/i/(38)) 
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の前である。

リュキア語の/e/がギリシャ語で/a/になる音韻的条件を後続の母音の影響(ウ

ムラウト)から見つけるのは難しい。なぜならば、例えばギリシャ語の高母音/iJ

の直前でリュキア語の中母吾危/は低母音/弘中母吾/e/，/0/になるからである。一

方で、例(36)，(37)， (38) (リュキア語/e/>ギリシャ語版または/o/)の存在を考える

と、 H司jnalの指摘するリュキア語化:/>ギリシャ語/a/の交代を正当と見なすのも

困難である。したがって母音/e/の交代に関しては、さらに別の要因を考える必

要があると思われる。

4 

リュキア語内部における共時的なウムラウト現象の存在は、 Laroch(1979)，

Melchert(1994a)， Meriggi(1928)， Neumann(1969)によって指摘されている。

Melchert( 1994a:296)からそのウムラウトのルールと例を引用する。

V[-high] > [αback]/一一CoV[αback]

例:/nte ta-/ >五tata・‘putin'， /emu! > amu '1'， /enahe/i-/ > enehe/i-‘materna!'， /mare/ 

>mere‘laws' 

現在確認されているウムラウト規則は、このように前舌，後舌母音の交代で口

腔内の前後に関連するものである。しかし本稿で指摘したリュキア語<u>→ギ

リシャ語<0>とりュキア語<1>→ギリシャ語くE>のウムラウトは口腔内の高低

に関するものである。したがって、この母音高低ウムラウト現象は、リュキア

語を母国語とする併記碑文書記のギリシャ語音韻論の知識の下で、引き起こさ

れた可能性がある。

H 

H句nal(1995・219)はリュキア語の鼻母音化を通時的な観点から大きく二つ論

じている。一つは、 1)母音に後続する鼻子音の影響によって、つまり同化によ

ってその母音が鼻母音化するという現象である。もう一つは、 2)*/・cYNT(・，岸)/

〉ムCynT(_，#)/というパターンで起こる鼻母音化である。すなわち、アクセント

を伴った母音に鼻子音と閉鎖音が後続したときに、その母音が鼻母音化すると
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いうことである。本稿ではこの二つの鼻母音化現象は共時的にも存在すること

を例示し、さらに別の鼻母音化パターンもあることも示したい。その際、ギリ

シャ語固有名詞(人名・地名)がリュキア語式に表記された例を用いる 11 その

大きな理由は、リュキア語では表記されていないが、ギリシャ語固有名調・人

名では、多くの場合、アクセントの位置が明示されているからである。

2.1 

先ず、前節の 1)母音に後続する鼻子音との同化による鼻母音化の例を示す。

(39)Ae位m-A旬las

(40) Ae~α.yóp叫 -T~nagure

(41)Apτ盟.tS -Ert~mi

(42) iffivec -Ij~na 

(43)1型 ia-Ijana 

(44)Kω1位吟~χ.el出naxssah

(45)Aý!upα-Z~muri 

(46) Llμ.nVCl -eib~n 
(47) XE同盟問oc-Kr:zzgnase 

この鼻母音化のパターンは基本的に同化現象なので、鼻母音化した母音に後

続する鼻子音が消失することはない 12。ただし、以下の例では鼻母音化が起こ

っていない。

(48)主yOP1l1C-H旦mrxxa

(49)λπolloviOl1c -Pul~njda 

(50) ð!illO叫εtO明 -Nt~muχlida

(51) KWOClVl)ßtS -χ，ñt~nubeh 

(52) K7tClp山ω-xpparj!ma

(53) MWIα叫tS-Ml!hanepijemi 

(54)担問-SS<imija/ Es豆mijaju

(55) Lτ型化-St[豆]maha

(56) TE'U!yClOσoc -Tewinezeil Tewineza 

(57) Tou包匹vouoc-Tesimnti 

唱
E
Aヮ“



ギリシャ語はリュキア語にとって本来外来語であるので、鼻母音にしないそ

のままの形で転写しようという意識があるから鼻音化が避けられた可能性があ

る。

以上のように、 Hajnalが歴史的観点から指摘したりの鼻母吾化規則は基本的

に共時的にも適用可能である。

2.2.1 

Hajnalの鼻音化規則2)は*/-cYNT(-，#)/ > /_CynT(ー，岸)/であった。この規則に当

てはまる共時的な例を示す。

(58) Kavousα-x!kbiI3 

(59)T町四σ担Jlpa.-Tikeuk~re 

この鼻母音化は鼻子音が直前の母音に取り込まれることによって発生するの

で、鼻子音は消失する。そして、鼻音化規則2)は共時的にも存在していること

がわかる。

2.2.2 

Hajnalが鼻音化規則 2)事/-cYNT(・， #)/ > /-cY"T(・， #)/で母音の上にアクセント

記号を付けて、その規則を限定しているのには理由があると思われる。なぜな

らば、リュキア語でアクセントのない母音は語中音脱落(syncope)するからであ

る(cf.Melchert(1994a:326))。以下の例では、残念ながらギリシヤ語の方でアクセ

ント表記がないので厳密にはわからないが、おそらくアクセントの無い位置で

母音が消失し、鼻母音化も起こっていないと考えられる 14。

(60) 10立宣α-Isnt[a] 

(61)K豆島sopα~語tanubeh

(62) KEσ立Eη入.1C-χ.esntedi

(63)K必avus1C-xntenubeh 

(64) K!旦昼opασ1C-Qnturah油a

(65) TouCOIl旦.Quoc-Tesimnti 

しかし、 Kuoú盟主α~χ.adaw~ti のように明らかにアクセントの無い位置でも鼻
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母音化が起こっている場合もある 15。それに加えて、A加盟QPO包-a) Lus~trahñl b) 

Lusntrahnl c) Lus盟国加という例は非常に示唆的である。先ず、ギリシャ語名で

/・CVNT(・， #)/のように母音にアクセントが存在しない。これがリュキア語の a)

の形では、アクセントが無いにもかかわらず鼻母音化している。 b)ではアクセ

ントの無い母音が消失している。 c)では、おそらく H司jnalの鼻母音化規則 1)に

よって、すなわち後続の鼻子音による母音の同化によって、鼻母音が派生して

いると考えられる。そのため例は少ないものの、アクセントの無い母音でも

/・CVNT(・，#)/ > /-CVnT(ー，#)/という共時的な鼻母音化規則によって鼻母音が発生

したのではないかと考えられる 16

c)のパターンの鼻母音化の例として、AAt1;avopoc-Alax，ss主主回](/ 

A1ax，ssa[司tra)，EavO同~χ，ssenzijaが付け加えられる。したがって、 /-CVNT(-，#)/ 

には鼻母音化規則 1)の適用も共時的には存在していたと考えられる。

最後に、もう一つ共時的な鼻母音化パターンを記述しておく。今のところ一

例であるが、 Io盟PT]c-Idmeにみられるように、口蓋音の前でも鼻音化が起こ

っている。

以上のように、 Iでは併記碑文に現れるリュキア語からギリシャ語に転写さ

れる人名を用いて、リュキア語話者の中に見られるギリシャ語のウムラウト現

象の存在可能性を指摘した。 Hではリュキア語に転写されたギリシャ語名から

リュキア語の鼻母音化のパターンを記述した。どちらもギリシャ語資料なくし

ては考察できない共時的な現象である。

註

1.例えばZgusta(1964，1984)ではギリシャ語名とともに小アジアの言語の人名・

地名が収集されている。

2.リュキア語の概説についてはMelchert(1994a，b)， Neumann(l969)などを参照。

3. Melchert(私信)によれば、 3言語併記碑文でリュキア語テキストはギリシャ語

に逐語的に訳されているわけではない。リュキア語テキストの内容を要約する

ような形でギリシャ語訳されている。なおMe1chert教授(ノースカロライナ大

学チャペルヒル校)には本稿に限らず、アナトリア諸語全般にわたってご教示

をいただいている。この場を借りて謝意を表する。

4. Me1chert( 1994a:4fljによれば、リュキア語の綴りは、基本的に p，t， kは無声閉
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鎖吾、 q，xはある種の無声舌背閉鎖昔、 b，d，gは有芦摩擦普、 sは無芦歯擦普、

z[ts]は無声破擦音、。は無声歯擦音、!と rは流音、 m，nは鼻音でIえ五は成節的

(syIlabic)な鼻音である。母音は 1，u，e，aの4母音で、e，aが鼻母音である。なお、

リュキア語の正書法では母吾の長短の区別とアクセントの位置は表記されて

いない。

5.ギリシャ人名にアクセント記号がないのは、これらの人名が碑文に書かれた

ものであるからである。

6. (5) Es豆mija> l:!Il!何では/ei/>/i/となっているが二重母音の交代は本稿では扱

わない。

7. e > e， e > 0， u> 0， a >δ(=リュキア語〉ギリシャ語)のように短母音が長母音

になったり、母音が交代する理由は現在のところわからないが、例えば、リュ

キア語でアクセントのある母音はギリシャ語で長くなっているのかもしれな

し、。

8. Tikl四kepre> T!σ'~crEμßpα においてリュキア語の/i/は、ギリシヤ語の/eul(<リ

ュキア語:危UI)の前で、 /i/になっている。二重母音/eulの後ろの母音/UIに影響さ

れて/i/を保持しているのかもしれないが、いづれにせよ二重母音は本稿では扱

っていない。

9.本文中のギリシヤーリュキア人名は、あるギリシャ語.リュキア語対訳テキス

に表われる名前を収集したものではなく、その対応関係は Heubeck(1965)，

Laroche(1967， 1974)， Melchert(1993)， Neum佃n(1970，1978)， Schmi仕(1982)，

Shevoroshkin( 1977)， Zgusta( 1964)によって明らかにれたものである。

10.本文中に示したようにギリシャ語人名中の母音/0/は多くの場合、リュキア

語の/UIに対応している。しかし、ギリシャ語の/0/または/o/が/UIではなく/a/に

対応している場合もある。

AUtQIφpα(ia百lC-Wat!!prddata 

宜伸四回c-Hmpr!!m呈

lacrQc -Ijaeus!!s 

lQ!，吋α~自主na

ただし、 Schmiロ(1982:382)によれば、 A合理φpαoa町c-Wat!!prddataはイラン語起

源である。この例のようなイラン語起源のギリシャ語~リュキア語人名は存在

するが、イランからギリシャ語とリュキア語のどちらに最初に入ったかは定か
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でない場合が多い。'YoUPVl1c-W地面maも Schmi枇(1982:376)ではイラン語起源

の人名となっている。しかし、 Melchert(私信)'こよれば、この例はイランから

最初にリュキアに入り、後にギリシャに伝えられたようである。

11.ギリシャ人名のリュキア語名転写の研究は前期の注 9で示した先行研究に

依存している。

12.例(40)幼虫町op叫-T~nagure， (41) Apτ辿lC-Ert~mi ， (42) i盟 EC-槌na，(43) 

1ω吋α-Ijanaのようにギリシャ語でアクセントのない母音でもリュキア語では

鼻母音化している。一方で、担問~血nije，IIt'Y叫叫-Pi泌m油，L盟Eτoc-

Snneteh， T旦1!avvtc/T盟t:tnc-T亘peime，T盟s[α]tIUC-T.亘peimehの例では鼻母音

化することなく、母音が語中音脱落(syncope)している。残念ながらギリシャ語

名でアクセント表記がないので確言できないが、この語中音脱落はリュキア語

のアクセントのない母音は脱落するという規則(Melchert(l994:326))によるも

のと考えられる。どこで語中音脱落が起こるのかという問題は、リュキア語の

アクセントと音節構造に関わる問題であり今後の研究課題である。

13. /<kJ < */d/ /一一*wの音韻変化についてはMelchert(1994a: 85)を参照のこと。

14. TpOlCQ語句-Trqqasでは音節単位で脱落している。

15. Kαoú盟主α~χ，adaw~ti では、例(50)から(55)のように語中音脱落がなぜ起きな

いか(*xadawnti)、という理由について考えられるのはリュキア語における音接

触(phono句ctics)の制限である。 Melchert(1994 :298・299)のリュキア語の音接触の

リストには、語頭でも語中でも付五]という音連続は無い。したがってこの音連

続を避けるために、語中音脱落ではなく鼻母音化がなされたと考えられる。

16. Tp世 QUcnc-Trij~tezi という例の場合は、ギリシャ語でアクセント表記がな

されていない。そのため、母音アクセントの有無によって鼻母音化を議論する

ことはできない。
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Synchronic studies in the comparative phonology of Greek and Lycian 

Yohci MATSUKAWA 

In this paper I have examined two phonological problems in Greek and Lycan: 

First, I point out Umlaut phenomena by utilizing the Greek personal names 

transcribed from the Lycian ones in the 'LetBon Trilingual' (Lycian-Greek-Aramaic). 

Hajnal (1995: II) says that since Lycian lei, lui and Iii are transcribed into Greek la!, 101 

and lei respectively in the Trilingual, those vowels in fact became more open in 

pronunciation. 

Iyk. <e> -> griech. <a>: Pubi~leje -> nU~l.l!AT\~, Purihimetehe -> nUpt!lat11~ 

Iyk. <u> -> griech. <0>: 1!rtaqijahii -> Qp'tu~ 

lyk. <i> --+ griech. <E>: Mizu --+ M!;ao~ 

As is shown in this paper, however, the Lycian vowels do not always correspond to the 

Greek ones. Rather, I illustrate the Umlaut rule: Lycian Iii becomes Greek lei before lei, 

10/, 101 in Greek. 

Erttim~li > AptWI1Atv, Ikkw~mi >:EVOUQ!l~, Mizy > Mg(JQ~, Zisqqll > Lg(J1(m~ 

With respect to the phonological change: Lycian lui -> Greek 10/, I also show another 

Umlaut rule: Lycian lui becomes Greek 101 before Greek Ia!. 

Mylll > MQA,g, Qiityrllhaha > KovoQP!X(J~ xywlltaje > KOOtU, xydllra > KQo!Xpa~, 

1!rtllqijahii > Qpt~~ 

Unfortunately, it is not possible to introduce any phonological rule to restrict Lycian lei 

-> Greek Ia! at the moment. However, I give some counterexamples to the 

phonological change of Lycian lei -> Greek Ia! in Hajnal, loc.cit. 

Secondly, I describe two synchronic nasalization rules in Lycian in terms of 

the Lycian names transcribed from the Greek ones. Historically, Hajnal(1995:219) 

investigated a nasalization rule: *I-CVNT(-, #)1> I-CVDT(-, #)/. Synchronically, it is 

possible to add another nasalization rule: I-CYNT(-, #)1> I-CV"T( -, #)1 because Lycian 

has two examples, such as Kaliuavoa - x.adaw~ti and Aual!YfuJo~ - Lus~trahfi(/ 

LusfitrahfiJ Lusafitrahn). Besides, there was possibility that Lycian could nasalize 

vowel before dorsal stop. Example: IOJ!IPT\~ - Ida...xre. 
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